
年間授業計画 新様式

7 年度 （ 2 学年用）

3 単位

第 2 学年

【知識及び技能】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目の目標：

1 単元名

【使用教材】 【知識及び技能】

1 【指導項目・内容】 【思考力、判断力、表現力等】

学

期

【学びに向かう力、人間性等】

2 単元名

【使用教材】 【知識及び技能】

1 【指導項目・内容】 【思考力、判断力、表現力等】

学

期

【学びに向かう力、人間性等】 【学びに向かう力、人間性等】

1 単元名

【使用教材】 【知識及び技能】

2 【指導項目・内容】 【思考力、判断力、表現力等】

学

期

【学びに向かう力、人間性等】 【学びに向かう力、人間性等】

高等学校 令和

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

教科の目標：

使用教科書：

教科担当者：

対象学年組：

単 位 数 ：

教 科 ：

新編数学B（数研出版）

（１組：荒井）（２組：荒井）（３組：荒井）（４組：荒井）

科目： 数学B

数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を育成することを目指す。

数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数

学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力，数

学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。
数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態

度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

数学

１．数列と一般項

２．等差数列

３．等差数列の和

４．等比数列

５．等比数列の和

６．和の記号Σ

７．階差数列

８．いろいろな数列の和

９．漸化式

10．数学的帰納法

〇 〇 〇 13

○記号Σの意味と性質を理解し，数列の和が求められ
る。
○階差数列を利用して，もとの数列の一般項が求めら
れる。
○和の求め方の工夫をして，数列の和が求められる。

○数列の和を記号Σで表して，和の計算を簡単に行う
ことができる。
○数列の規則性の発見に階差数列が利用できる。

○自然数の2乗の和を工夫して求める方法に興味をもち，自然数
の2乗の和の公式を導こうとしている。
○数列の規則性を，隣り合う2項の差を用いて発見しようとしてい
る。

○自然数の2乗の和を工夫して求める方法に興味をも
ち，自然数の2乗の和の公式を導こうとする意欲があ
る。
○数列の規則性を，隣り合う2項の差を用いて発見しよ
うとする。

【知識及び技能】

【思考力、判断力、表現力等】
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○漸化式を適切に変形して，その数列の特徴を考察す
ることができる。
○初項と漸化式から数列の一般項が求められる。
○数学的帰納法を用いて等式，不等式，自然数に関
する命題を証明できる。

○初項と漸化式を用いて数列を定義できることを理解し
ている。
○自然数nに関する命題の証明には，数学的帰納法が
有効なことを理解している。

○おき換えや工夫を要する複雑な漸化式について，考
察しようとする。
○数学的帰納法を利用して，いろいろな事柄を積極的
に証明しようとする。

○おき換えや工夫を要する複雑な漸化式について，考察しようとし
ている。
○数学的帰納法を利用して，いろいろな事柄を積極的に証明しよ
うとしている。

【知識及び技能】

【思考力、判断力、表現力等】

○初項と公差を文字で表して，条件から数列の一般項
を決定できる。
○等差数列の和の公式を適切に利用して，数列の和が
求められる。
○初項と公比を文字で表して，条件から数列の一般項

○等差数列の項を書き並べて，隣接する項の関係が考
察できる。
○等差数列の和を工夫して求める方法について考察で
きる。
○等比数列の項を書き並べて，隣接する項の関係が考

○等差中項の性質に興味をもち，問題解決に取り組も
うとする。
○等差数列の和を工夫して求める方法に興味をもち，
等差数列の和の公式を導こうとする意欲がある。
○等比中項の性質に興味をもち，問題解決に利用しよ
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教科書、個人端末、ノート、プリント ○初項と公差を文字で表して，条件から数列の一般項を決定しよ
うとしている。
○等差数列の和の公式を適切に利用して，数列の和を求めようと
している。
○初項と公比を文字で表して，条件から数列の一般項を決定しよ

○等差数列の項を書き並べて，隣接する項の関係を考察しようと
している。
○等差数列の和を工夫して求める方法について考察しようとして
いる。
○等比数列の項を書き並べて，隣接する項の関係を考察しようと

○等差中項の性質に興味をもち，問題解決に取り組もうとしてい
る。
○等差数列の和を工夫して求める方法に興味をもち，等差数列の
和の公式を導こうとしている。
○等比中項の性質に興味をもち，問題解決に利用しようとしてい

【知識及び技能】

【思考力、判断力、表現力等】

数列，統計的な推測についての基本的な概念や原理・法則

を体系的に理解するとともに，数学と社会生活の関わりに

ついて認識を深め，事象を数学化したり，数学的に解釈し

たり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるよ

うにする。

離散的な変化の規則性に着目し，事象を数学的に表現し考

察する力，確率分布や標本分布の性質に着目し，母集団の

傾向を推測し判断したり，標本調査の方法や結果を批判的

に考察したりする力，日常の事象や社会の事象を数学化

し，問題を解決したり，解決の過程や結果を振り返って考

察したりする力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強

く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態

度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・

改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養

配

当

時

間

知 思 態指導項目・内容 評価規準
単元の具体的な

指導目標

教科書、個人端末、ノート、プリント ○記号Σの意味と性質を理解し，数列の和を求めようとしている。
○階差数列を利用して，もとの数列の一般項を求めようとしてい
る。
○和の求め方の工夫をして，数列の和を求めようとしている。

○数列の和を記号Σで表して，和の計算を簡単に行おうとしてい
る。
○数列の規則性の発見に階差数列を利用しようとしている。

教科書、個人端末、ノート、プリント

【学びに向かう力、人間性等】

○漸化式を適切に変形して，その数列の特徴を考察しようとしてい
る。
○初項と漸化式から数列の一般項を求めようとしている。
○数学的帰納法を用いて等式，不等式，自然数に関する命題を
証明しようとしている。

○初項と漸化式を用いて数列を定義できることを理解しようとして
いる。
○自然数nに関する命題の証明には，数学的帰納法が有効なこと
を理解しようとしている。

等差数列と等比数列

いろいろな数列

漸化式と数学的帰納法

〇



年間授業計画 新様式

7 年度 （ 2 学年用）

3 単位

第 2 学年

【知識及び技能】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目の目標：

高等学校 令和

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

教科の目標：

使用教科書：

教科担当者：

対象学年組：

単 位 数 ：

教 科 ：

新編数学B（数研出版）

（１組：荒井）（２組：荒井）（３組：荒井）（４組：荒井）

科目： 数学B

数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を育成することを目指す。

数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数

学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力，数

学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。
数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態

度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

数学

数列，統計的な推測についての基本的な概念や原理・法則

を体系的に理解するとともに，数学と社会生活の関わりに

ついて認識を深め，事象を数学化したり，数学的に解釈し

たり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるよ

うにする。

離散的な変化の規則性に着目し，事象を数学的に表現し考

察する力，確率分布や標本分布の性質に着目し，母集団の

傾向を推測し判断したり，標本調査の方法や結果を批判的

に考察したりする力，日常の事象や社会の事象を数学化

し，問題を解決したり，解決の過程や結果を振り返って考

察したりする力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強

く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態

度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・

改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養

配

当

時

間

知 思 態指導項目・内容 評価規準
単元の具体的な

指導目標

2 単元名

【知識及び技能】 【使用教材】 【知識及び技能】

2 【指導項目・内容】 【思考力、判断力、表現力等】

学

期

【学びに向かう力、人間性等】 【学びに向かう力、人間性等】

1 単元名

【使用教材】 【知識及び技能】

3 【指導項目・内容】 【思考力、判断力、表現力等】

学

期

【学びに向かう力、人間性等】 【学びに向かう力、人間性等】

１．確率変数と確率分布

２．確率変数の期待値と分散

３．確率変数の和と積

４．二項分布

５．正規分布

６．母集団と標本

７．標本平均の分布

８．推定

９．仮説検定

○母平均と母標準偏差の考え方や標本平均の期待値
と標準偏差の考え方がわかる。
○推定や信頼区間の考え方がわかる。
○仮説検定の考え方がわかる。

○母平均と母標準偏差の考え方や標本平均の期待値と標準偏
差の考え方をわかろうとしている。
○推定や信頼区間の考え方をわかろうとしている。
○仮説検定の考え方をわかろうとしている。

○現実に行われている様々な調査が全数調査か標本調査か，ま
たその方法を採用しているのはなぜかに興味をもち，それぞれの
調査の特徴を調べたり考えたりしようとしている。
○仮説検定によって様々な判断ができることに興味をもち，現実
の問題の解決に役立てようとしている。

○確率変数の期待値，分散，標準偏差などを用いて確
率分布の特徴を考察することができる。
○具体的な事象を二項分布として捉え，考察すること
ができる。

教科書、個人端末、ノート、プリント ○確率変数や確率分布について，用語の意味を理解しようとして
いる。
○確率変数の期待値，分散，標準偏差を求めようとしている。
○確率変数の和の期待値を，公式を利用して求めようとしている。
○反復試行の結果を，二項分布を用いて表そうとしている。

○確率変数の期待値，分散，標準偏差などを用いて確率分布の
特徴を考察しようとしている。
○具体的な事象を二項分布として捉え，考察しようとしている。

○確率変数の期待値，分散に関する種々の公式を，その定義や
既知の公式を用いて導こうとしている。
○二項分布に興味・関心をもち，さいころを投げるなどの具体的事
項について考察しようとしている。

【思考力、判断力、表現力等】

教科書、個人端末、ノート、プリント ○復元抽出と非復元抽出について理解しようとしている。
○母平均と母標準偏差から標本平均の期待値と標準偏差を求め
ようとしている。
○推定に関わる用語・記号を適切に活用しようとしている。
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○確率変数や確率分布について，用語の意味を理解し
ている。
○確率変数の期待値，分散，標準偏差を求めることが
できる。
○確率変数の和の期待値を，公式を利用して求めるこ

○現実に行われている様々な調査が全数調査か標本
調査か，またその方法を採用しているのはなぜかに興
味をもち，それぞれの調査の特徴を調べたり考えたりし
ようとする。
○仮説検定によって様々な判断ができることに興味をも
ち，現実の問題の解決に役立てようとする。

○確率変数の期待値，分散に関する種々の公式を，そ
の定義や既知の公式を用いて導こうとする。
○二項分布に興味・関心をもち，さいころを投げるなどの
具体的事項について考察しようとする。

【思考力、判断力、表現力等】

確率分布

統計的な推測
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○復元抽出と非復元抽出について理解している。
○母平均と母標準偏差から標本平均の期待値と標準
偏差を求めることができる。
○推定に関わる用語・記号を適切に活用することができ
る。

【知識及び技能】


